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HTB朝の情報番組イチモニ！の企画
「イチモニ！農園」での長沼産野菜紹介について

　

い
ち
ご
の
共
選
が
6
月
22
日
（
日
）
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
日
量
5
0
0
〜
7
0
0
パ
ッ
ク
が

選
別
さ
れ
道
内
外
の
洋
菓
子
業
態
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
様
々
な
用
途
に
向
け
た
原
料
と
し
て

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
い
ち
ご
の
生
産
面
積
減
少
が
年
々
加

速
し
て
お
り
、
国
産
の
価
値
が
よ
り
高
ま
っ
て
い

る
な
か
消
費
地
か
ら
の
期
待
も
大
き
く
本
年
も
東

京
や
大
阪
を
中
心
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
標
記
の
件
に
つ
き

ま
し
て
、
7
月
15
日
か
ら
7
月
末
日
の
期
間
に
お

い
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

国
内
外
に
店
舗
展
開
し
レ
ト
ル
ト
食
品
も
全
国

的
に
人
気
が
高
い
G
A
R
A
K
U
さ
ん
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
は
、
イ
チ
モ
ニ
農
園
で
も
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
テ
レ
ビ
や
Y
o
u
T
u
b
e

で
の
宣
伝
を
打
っ
た
な
か
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
札
幌
市
内
の
直
営
4
店
舗
で
実
施
さ
れ
、

関
係
各
位
か
ら
も
大
変
好
評
を
頂
く
な
ど
充
実
し

た
取
組
み
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

G
A
R
A
K
U
さ
ん
と
は
今
後
も
様
々
な
企
画
を

展
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
こ
の
様
な
企
画
を
順
次
展
開
し

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
拡
大
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

６
月
24
日
（
火
）
か
ら
26
日
（
木
）
ま
で
の
３

日
間
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
麦
バ
ラ
施
設
構
内
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

回
収
実
績
は
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
約
62
ｔ
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
約
79
ｔ
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
廃
ビ
ニ
ー
ル
類
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
回
収
は
11
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

い
ち
ご
共
選
開
始

M
O
R
E
ベ
ジ
ッ
ト
×
G
A
R
A
K
U

企
画
経
過
報
告

廃
ビ
ニ
ー
ル
類
、廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
回
収
を
実
施

　

イ
チ
モ
ニ
！
農
園
2
0
2
5
に
お
い
て
、長

沼
産
野
菜
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

H
T
B
田
口
彩
夏
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
自
ら
が

播
種
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
の
作
業
を
担
い
、

毎
年
テ
ー
マ
と
な
る
品
目
を
掘
下
げ
て
い
く

こ
と
が
主
な
内
容
で
あ
り
、
本
年
は
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
を
中
心
に
一
部
ト
マ
ト
を
題
材
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
7
月
1
日
に
初
回
、

16
日
に
第
2
回
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
か
ら
期
間
限
定
で
取
組
む

G
A
R
A
K
U
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
番
組

内
で
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
充
実
し
た
内
容

で
想
定
以
上
の
反
響
を
頂
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

次
回
は
8
月
中
旬
以
降
に
3
回
目
の
放
送

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
各
放
送

日
の
午
後
に
は
番
組
公
式
Y
o
u
T
u
b
e

に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
注
目
を

頂
い
て
お
り
再
生
回
数
も
上
々
の
推
移
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

©HTB©HTBクレーンで回収する様子
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７
月
９
日
（
水
）、
農
産
物
の
出
荷
最
盛
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
柴
田
代
表
理
事
組
合
長
よ
り

施
設
稼
働
前
の
安
全
操
業
の
訓
示
に
続
き
、「
施
設

事
故
防
止
研
修
会
」を
J
A
並
び
に（
株
）Ｆ
Ａ
Ｍ

Ｏ
長
沼
生
産
施
設
担
当
者
総
勢
20
名
の
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

岩
見
沢
支
所
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、「
施
設
運

用
の
作
業
安
全
に
つ
い
て
」・「
小
麦
入
庫
品
に
対

す
る
虫
害
対
応
に
つ
い
て
」・「
米
穀
事
故
・
ク
レ
ー

ム
に
つ
い
て
」
の
重
点
項
目
に
つ
き
説
明
を
頂
き
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
（
金
）
に
15
区
谷
口
利
信
氏
圃
場
に

て
生
産
者
13
名
が
参
加
の
下
、
水
稲
直
播
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
の
早
勢
専
門
普
及
指
導
員
、
Ｊ

Ａ
な
が
ぬ
ま
の
村
井
営
農
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
講

師
に
迎
え
、
直
播
栽
培
に
よ
る
栽
培
手
法
や
雑
草

対
策
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
質

疑
応
答
で
は
、

農
業
者
よ
り

「
乾
田
直
播
に

お
い
て
の
播
種

日
の
適
期
は
い

つ
頃
か
。」
と

質
問
が
あ
り
、

早
勢
専
門
普
及

指
導
員
は
「
理

想
は
４
月
中
旬

か
ら
5
月
の
Ｇ

ｗ
く
ら
い
ま
で

が
適
期
」
と
述

べ
ら
れ
、
大
変

有
意
義
な
講
習

会
と
な
り
ま
し

た
。

米
穀
事
故
防
止
研
修
会
開
催

な
が
ぬ
ま
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ス
生
産
協
議
会

水
稲
直
播
講
習
会
開
催

な
が
ぬ
ま
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ス
生
産
協
議
会

水
稲
現
地
研
修
会
講
習
会
開
催

台
湾
に
向
け

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
輸
出

第
３
期
種
馬
鈴
し
ょ
防
疫
検
査

　

７
月
９
日（
水
）、

令
和
７
年
産
種
馬
鈴

し
ょ
第
３
期
防
疫
検

査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

横
浜
植
物
防
疫
所

の
検
査
官
に
よ
り
病

害
虫
の
有
無
な
ど
が

厳
し
く
検
査
さ
れ
た

結
果
、
本
年
も
圃
場

全
筆
合
格
と
な
り
ま

し
た
。

　

7
月
8
日
（
火
）
に
本
年
1
回
目
の
輸
出
を
行

い
ま
し
た
。
以
後
、
週
１
回
１
台
の
ペ
ー
ス
で
７

月
末
ま
で
台
湾
向
け
輸
出
を
継
続
し
、
平
成
30
年

か
ら
始
め
た
こ
の
取
組
み
も
様
々
な
段
階
を
経
て

よ
う
や
く
目
的
と
す
る
形
態
に
至
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

高
温
干
ば
つ
に
よ
り
例
年
以
上
に
厳
し
い
生
産

環
境
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
荷
時
に
は
現
地
量
販

店
関
係
者
も
立
会
い
品
質
等
を
確
認
、
苫
小
牧
港

で
の
検
疫
も
ク
リ
ア
し
無
事
出
港
に
至
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
お
け
る
供
給
過
剰
期
の
価
格
底
上
げ
も

目
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
各
方
面
か
ら
注
目
を
頂
い
て
お
り
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
さ
ら
な
る
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
産
者
所
得
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
次
年
産
以
降
も
順
次
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

７
月
10
日
（
木
）
に
29
区
中
村
健
氏
圃
場
、
24

区
柴
田
佳
夫
氏
圃
場
、
３
区
鳥
井
昌
幸
氏
圃
場
に

て
生
産
者
計
25
名
が
参
加
の
下
、
水
稲
現
地
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
の
早
勢
専
門
普
及
指
導
員
、Ｊ
Ａ

な
が
ぬ
ま
の
村
井
営
農
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
講
師
に

迎
え
、幼
穂
形
成
期
〜
出
穂
期
の
水
管
理
・
病
害
虫

防
除
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
農
業

者
よ
り
冷
害
危

険
期
に
お
い
て

の
注
意
点
や
ド

ロ
ー
ン
防
除
の

適
期
に
つ
い
て

の
質
問
が
各
地

区
で
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
採

捕
し
た
カ
メ
ム

シ
を
見
な
が
ら
、

防
除
に
対
す
る

意
識
を
高
め
合

い
、
大
変
有
意

義
な
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
（
火
）
第
65
回
空
知
管
内
Ｊ
Ａ
野
球

大
会
が
岩
見
沢
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目 

第
２
試
合

　

Ｊ
Ａ
な
が
ぬ
ま
対
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ 

10
：
45
開
始

　

試
合
結
果 

０
対
16 

５
回 
コ
ー
ル
ド 

敗
退

　

残
念
な
が
ら
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
猛
暑
の

中
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー

を
見
せ
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
り
ま
し

た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
常
勤
の
方
々
か
ら
も
選
手
に
厚
い
応
援

を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
開
催
に
向
け
て
、
選
手
一
同
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
野
球
大
会
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コンバインを見学する様子

青年部活動報告

❖
ほ
場
見
学
及
び
農
業
機
械
見
学

　

７
月
７
日
（
月
）
長
沼
小
学
校
の
３
年
生
が
、

29
区
・
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
服
部
に
て
青
年
部

食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ほ
場
見
学
及
び
農

業
機
械
見
学
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

黄
金
色
に
輝
く
麦
畑
や
、
６
月
に
学
校
内
の

畑
で
は
種
し
た
経
験
の
あ
る
大
豆
の
畑
を
見
学

し
、
日
頃
口
に
し
て
い
る
食
べ
物
の
生
育
を
実

感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
背
丈
の
何
倍
も
あ
る
農
業
機

械
を
間
近
で
見
学
し
、
実
際
に
運
転
席
に
座
る

な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
農
業
機
械
の
大
き
さ

や
迫
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
が
30
℃
近
い
暑
さ
の
中
で
の
見

学
で
し
た
が
、
熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

❖
青
年
部
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
開
催
！

❖
青
年
部
が
地
下
歩
行
空
間
に
て

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
直
売
を
実
施

　

７
月
４
日
（
金
）
低
温
倉
庫
下
屋
に
て
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
青
年
部
や
農
協
職
員
に
加
え
、
燃
料

セ
ン
タ
ー
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
、
商
工
会
青
年

部
に
加
え
、
今
年
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆

様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
内
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行
わ
れ
、
数

字
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
参
加
者
の
皆
様
は
一

喜
一
憂
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

農
繁
期
を
控
え
忙
し
さ
が
増
す
時
期
で
し
た

が
、
互
い
の
苦
労
を
労
い
、
交
流
を
深
め
る
貴

重
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
（
木
）
青
年
部
は
札
幌
市
の
地
下

歩
行
空
間
に
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
直
売
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
直
売
は
長
沼
町
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

Ｐ
Ｒ
と
10
月
４
日
に
行
わ
れ
る
収
穫
祭
の
告
知

を
目
的
と
し
企
画
し
ま
し
た
。

　

部
員
が
育
て
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
１
玉

１
５
０
円
の
特
別
価
格
で
販
売
し
、
用
意
し
て

い
た
、
２
４
０
玉
が
２
時
間
で
完
売
す
る
な
ど
、

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
お
客
様
に
長
沼
町
の
農
産
物
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
Ｐ
Ｒ
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

乾杯の音頭をとる木村部長

笑顔で対応する木村部長

　

７
月
15
日
（
火
）
と
16
日
（
水
）
の
２
日
間
、

消
防
法
施
行
令
に
よ
り
年
２
回
の
消
防
訓
練
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
所
生

産
資
材
事
務
所
、
本
所
事
務
所
・
Ａ
コ
ー
プ
な
が

ぬ
ま
店
に
お
い
て
通
報
・
避
難
訓
練
と
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

火
災
報
知
器
の
非
常
ベ
ル
を
鳴
ら
し
、
火
元
の

確
認
、
初
期
消
火
活
動
、
消
防
署
へ
の
通
報
と
事

務
所
・
店
舗
内
で
の
避
難
誘
導
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
消
火
訓
練
で
は
株
式
会
社
ユ
ニ

商
会
の
指
導
に
よ
り
水
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
作

業
を
行
い
、
万
が
一
の
火
災
発
生
時
に
対
処
出
来

る
よ
う
備
え
ま
し
た
。

　

６
月
６
日（
金
）に
第

１
期
、
７
月
７
日（
月
）

に
第
２
期
ほ
場
審
査
が

実
施
さ
れ
、
収
穫
・
出

荷
に
向
け
て
の
注
意
点

な
ど
を
普
及
セ
ン
タ
ー

の
古
館
係
長
と
菅
原
専

門
主
任
か
ら
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

採
種
組
合
の
方
々
が

生
産
さ
れ
た
種
子
は
、

調
製
・
種
子
消
毒
の
工

程
を
経
て
皆
さ
ん
の
も

と
へ
配
送
さ
れ
ま
す
。

消
防
避
難
訓
練
を
実
施

小
麦
採
種
組
合
ほ
場
審
査

大
豆
採
種
組
合
ほ
場
審
査

第1期審査第2期審査

第1期審査

　

７
月
18
日
（
金
）
に
第
１
期
ほ
場
審
査
が
実
施

さ
れ
、
第
２
期
ほ
場
審
査
に
向
け
て
の
注
意
点
な

ど
を
普
及
セ
ン
タ
ー
の
古
館
係
長
と
菅
原
専
門
主

任
か
ら
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
第
２
期
圃
場
審
査
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
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お問い合わせ先　本所資材センター　TEL88-2307　FAX88-0748

─不要農薬回収のお知らせ─
 不要農機具・タイヤ等を回収いたします！

■回収日時～ 令和7年9月3日（水）（1日のみ）
　　　　　　 午前9時～午後2時
■受入場所～ JAながぬま 農協16号倉庫奥

無料回収農機具

有料回収品

トラクター、コンバイン、田植機、乾燥機、作業機、鉄材（ハウスパイプ・金
具）、アルミ材、バッテリー（木製農機具は回収できません）

■タイヤ回収料金（消費税込）
※ 下記以外のチューブ、フラッブは110円／1本。また、大型のタイヤ、キャタピラ、
トラクタータイヤは別途料金となります。おおよそ11,000～33,000円／1本

タ　イ　ヤ タイヤにホイル、汚れ、
土砂、 殻等あり

夏タイヤ
スタッドレス スパイク 夏タイヤ

スタッドレス スパイク

乗用車 330円 440円 660円 880円
2t~4t・4WD 660円 880円 1,100円 1,320円

11ｔ 1,320円 1,540円 1,980円 2,200円

タイヤ

◆ ◆ ◆ ◆営農資材課よりお知らせ◆◆ ◆ ◆

　肥料取りまとめの秋取り肥料（10月～12月納品分）の変更
期日は9月15日までとなっております。
　変更のある方は、本所資材センターまでご連絡ください。

お問い合わせ
ながぬま農協資材センター TEL 8 8 - 2 3 0 7

　皆さまが購入した未使用のまま長期保管している不要農薬を生産現湯から一掃し、安全・
安心な農産物を生産するため不要農薬の回収を実施しますのでご案内いたします。

◆申込期日　令和7年8月13日（水）まで　申込書を資材センターへFAXしてください
◆回収日程　令和7年8月22日（金） 午前9時～午後4時まで（全地区）
◆回収場所　本所資材センター
◆注意事項 1. 印鑑と委任状を持参願います
　　　　　 　2.  包装が破損している場合については飛散しないよう、袋などに入れてくだ

さい。
　　　　　 　3.  不明農薬（ラベルのないもの、品名の判読ができないものなど）は

回収できません。
　　　　 　　4. 処理費用の精算については、確定金額を通知後経理となります
　　　　 　　 （12月上旬予定）

（kg当り・税別）
【一般農薬】
硫黄、ヒ素、水銀、鉛、チラウム、
シマジン、ベンチオカーブ、ポッ
プス、PCP、PCNBの成分を含ま
ない農薬。

不要農薬処理一覧表

農薬区分 処理料金 農薬区分 処理料金

一般農業 910円 チラウム 20,500円

硫　黄 1,200円 シマジン 20,500円

ヒ　素 20,500円 ベンチオカーブ 20,500円

水　銀 20,500円 ポップス 20,500円

鉛 20,500円

JAながぬま担い手支援事業の申請期限についてご案内
　本事業についてはJAながぬま担い手支援事業と、長沼町がんばる農家支援
事業とが一体となり進めておりますが、本年が実施期間の最終年となって
おりますので申請希望の方は8月29日までにお申し出下さい。
　尚、事業の詳細についてはJAだより４月号をご確認下さい。

営農部  営農企画課  TEL 88-2226お問い合わせ

お問い合わせ
主催は農機具とタイヤで
各々異なりますが、いずれ
もこ不明点等については
下記までご連絡ください。
本所資材センター 
TEL88-2307

回収に当っては…
〇 各組合員が各自で積み込み搬入をすることを基本とします。
〇 搬入される方は別途申込みが必要となります。
〇 ガソリン、バッテリー、オイル等は完全に除去してから搬入願います。
〇ガスボンベは回収できません。
〇 搬入時には、「産廃運搬車」と表示をお願いいたします。
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⑵播種期と播種量の目安(大豆落葉前)

※要注意
　　 　生育良好な大豆ほ場における９月５日前の「きたほなみ」播種量は、８kg／10a以下としてください。
ただし、枕地などの発芽しづらい部分は目安より５割程度多く播種しましょう。

⑶混麦防止
　 　春まき小麦収穫後の同一ほ場における秋まき小麦の播種
および、秋まき小麦品種変更による小麦連作栽培は、混麦
発生が極めて高くなります。
　 　最近の混麦事例では、大豆１作後(間作)でも多くの野良
生え小麦による混麦発生が確認されています(写真)。
　 　品種変更する場合は、同一ほ場において小麦以外の作物
を２年以上栽培し、小麦の野良生えを極少なくし除去する
方策が必須です。小麦の品種変更へは３年以上先を見込ん
だ作付け計画が必要です。

品種、播種時期による10a播種量が異なります

品　種 9月1～5日 9月6～10日 9月11～15日

きたほなみ ７～８kg ９～10kg 11～12kg

ゆめちから 10～11kg 12～13kg 14～15kg

秋まき小麦「きたほなみ」から秋まき小麦「ゆめちから」へ変更例

1作目
（1年目）

2作目
（2年目春）

3作目
（3年目春）

4作目
（3年目秋）

体系１ 小麦「きたほなみ」 大　豆 大　豆 間作小麦「ゆめちから」

体系２ 小麦「きたほなみ」 大　豆 野　菜(8月収穫) 小麦「ゆめちから」

体系３ 小麦「きたほなみ」 大　豆 馬鈴薯(8月収穫) 小麦「ゆめちから」

注 １作目小麦収穫後、緑肥栽培や緑肥栽培終了後に野良生え小麦を除草処理する

「秋小麦栽培」のポイント
１．収穫後のほ場管理
⑴麦稈処理と雑草対策
　 　麦稈は、速やかにほ場から搬出し、残った麦稈は細断後、浅めにすき込む。
　 　雑草発生ほ場では、麦稈すき込み10日程度後、雑草発生揃い時期にラウンドアップマックスロードな
どで雑草処理を実施しましょう。
⑵排水改善
　 　排水路の清掃（排水路の滞水回避）、心土破砕、額縁明渠の施工、暗渠排水の再整備、カットドレン等
による補助暗渠の施工をしましょう。
⑶土壌pHを確認し、pH5.5～6.0を目標に
　　土壌診断によりpHを確認し、炭カルなどでpH改善しましょう。

⑷緑肥作物栽培で土づくり
　 　小麦収穫後から８月中旬までに、緑肥をは種し土壌構造改善を！

２．大豆間作小麦の播種
⑴大豆の生育不良ほ場での大豆間作小麦の作付可否の判断
　 　大豆の生育不良ほ場で間作小麦の播種は、発芽不良を起こしやすく、最悪の場合は廃耕につながります。
次の判断方法（例）を参考に検討しましょう。

　※大豆間作小麦作付の判断方法（例）
　　・判断時期：８月25日～９月１日頃
　　・判断方法：生育良好（茎長35cm以上）・・・間作小麦可能
　　　　　　　　生育不良（茎長35cm以下）・・・間作小麦は種後、畦間カルチ処理
　　　　　　　　生育不良・雑草多発　　　  ・・・間作小麦は中止

8～9月の

※pH6.0矯正への炭カル施用量（kg/10a　改良深10cm）

測定値（pH） 5.0 5.2 5.4 5.6 5.8

砂壌土 169 135 102 68 34

壌　土 251 202 150 101 48

埴壌土 337 270 202 135 67

埴　土 424 338 255 169 43
※アレニウス氏表による酸性矯正より（腐植程度：含むの場合）

緑肥作物の例
種類（品種） 10a播種量 10a施肥Ｎ量 すき込み時期
エン麦（スワン） 15～20kg ４～６kg 10月上旬

エン麦野生種（ヘイオーツ） 10～15kg ５kg 10月上～中旬
シロカラシ（キカラシ） 2～3kg ５kg 10月上旬

※次作アブラナ科作付予定の場合は、シロカラシは使用しない

写真　混麦発生ほ場の状況
「ゆめちから」ほ場に「きたほなみ」

11 102025.8 JAながぬま JAながぬま 2025.8



8～9月の

「大豆栽培」のポイント
２．カビ莢・腐敗粒対策

8月中下旬以降の天候によっては、カビ莢・腐敗粒の多発が予想され
ます。特に、生育の早い大豆は薬剤防除を必ず行い、腐敗粒・被害粒の
発生を軽減しましょう。

【発生しやすい条件】

　収穫始期9月上旬頃の気温が高く、多雨に遭遇すると、種子にカビが
発生する危険性が高く、品質が劣化します(表)。

　風雨にもまれるなど、傷が生じることで、感染被害が大きくなります。

　小粒種「ユキシズカ」など莢割れが少ない大豆は被害が少ないが、中
大粒種で莢割れしやすい大豆では、腐敗粒被害が発生しやすくなります。

【カビ莢・腐敗粒防除の目安】
※8月15～9月5日  収穫20～30日前に下記の殺菌剤処理が効果的です
※8～9月が高温多雨の場合　複数回防除　間隔7～10日

３．雑草対策　
　草丈１～1.5ｍに達するような大型シロザ（アカザ）やオオイヌタデなどの広葉雑草が優先して大豆
の草丈を覆い尽くすと大きく減収や汚損粒の発生原因になります。
　雑草が１ｍ以上になると畦間・株間処理はできません。大豆の草丈以下のうちに雑草抜き取りほ場か
ら搬出しましょう。

【大豆栽培におけるグリホサート剤収穫前処理について】
〇 「落葉終期～収穫14日前」での使用は、品質低下ならびに適用外となるリスクがあることから使用を控える
こととする。

〇上記登録内容で使用した場合、JAの大豆共計では取り扱わないこととする。

※北海道農協畑作・青果対策本部決定方針（継続）

生育が平年より4～5日早い　害虫の発生　要注意！！
１．害虫防除
⑴マメシンクイガ防除
　 今年の大豆は、は種および出芽時期によって開花時期が異なります。
　　５月中下旬は種の生育 …… 開花始：７月7日　開花期：７月10日
　莢の伸長を確認しマメシンクイガの適期防除を行い、被害粒の発生を減らしましょう。
　【防除の目安】
　　1回目：開花始めから１３～１４日後頃
　　2回目防除　生育の早い大豆　　　　           　　　８月１日～5日
　　　　　　　  生育の遅い大豆（5月下旬～6月は種）  ８月５日～10日
　　3回目：2回目防除の７～10日後頃

⑵カメムシ防除 …… 今年は８月中旬に３回目防除で対応しましょう
　 　近年カメムシによる加害が多く見受けられます。大豆子実を加害する時期は、カメムシ類の種類に
よって若干異なりますが、８～９月に発生した新成虫が加害します。８月中下旬に防除を行いましょう。　
　　特に、雑木林や雑草地が近隣にあるほ場は、要注意です。
　　最近8月の気温が平年より高い場合は、平地でも多発してます。

⑶ハダニ発生防除
　 　高温(30℃を超え)乾燥は、ハダニの発生を助長します。葉の裏が蜘蛛巣状に見えると、ハダニが発
生していると思われます。特に、風通しが悪い、雑木林や雑草地が近くにあるほ場は要注意です。以
下の農薬は、マメシンクイガ・カメムシ類との同時防除が可能です。

〈防除例〉

散布時期 RACコード 農　薬　名 使用倍率 効果発現 残効性

マメシンクイガ 1回目
7/25 28 プレバソンフロアブル５ 4,000倍 速 長

マメシンクイガ 2回目
8/5

3A ゲットアウトＷＤＧ 3,000倍 速 中

3A 又はバイスロイド乳剤 1,000倍 速 長

カメムシ
8/15

3A バイスロイド乳剤 1,000倍 速 長

4A 又はモスピランＳＬ液剤 3,000倍 中 長

腐敗粒　8/15 7 ミリオネアフロアブル 4,000倍 － －

※プレバソンフロアブル５は、「カメムシ」に対する防除効果が低い。
※効果発現、残効性は、「くみあい農作物病害虫・雑草防除ガイド」を参考とした。

農薬名 RAC 使用倍率 使用回数 使用時期

カスケード乳剤 15 4,000倍 ２回以内 収穫７日前まで

トクチオン乳剤 １B 1,000倍 ３回以内 収穫30日前まで

表　道央における「ユキホマレ」のは種期と収穫時期気象条件によるカビ粒発生率
平成12年　北農研センター

は種日
成熟期
（月日）

降水量
（mm）

平均気温
（℃）

カビ粒率
（%）

5/18 9/18 80 20.4 30.1

5/20 9/28 84　 18.8 3.1

6/8 9/29 69 18.7 0.8

降水量　：成熟期14日前から成熟期までの積算値
平均気温：成熟期14日前から成熟期までの積算の平均値

写真　カビにより莢・茎が黒変

主な大豆登録殺菌剤

RACコード 農　　薬　　名 使用倍率 使用時期 使用回数

7 ミリオネアフロアブル 4,000倍 収穫前日まで 4

11 アミスター20フロアブル 2,000倍 収穫7日前まで 2
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8月の

「水稲栽培」のポイント
生育平年より5日早い
１．水管理
⑴登熟期前半の水管理
　①出穂・開花が始まったら即入水！
　　開花・受精後、米粒は急速に生長します。
　②間断かんがい
　　 出穂後は速やかに入水、土壌水分を確保し、浅水管理又は
間断灌漑を行いましょう。

　⑵登熟期後半の土壌水分管理
　　①落水後の水管理
　　　 田面に長靴のかかと跡が１cm程度つく状態に排水良好田

は、用水の断水前に、5～10cm湛水し土壌水分の維持を
図りましょう。

　　②土壌別に落水時期を決めましょう！
　　　ア　排水良好田
　　　　出穂期後25日頃まで間断灌漑、その後落水。
　　　イ　排水不良田
　　　　 出穂期～出穂揃に落水し、根の活力を維持し、1cm以

上のヒビが入る前に必ず走り水を実施。
　⑶高温継続の時
　　 速やかな入水による、浅水管理、又は間断かんがいで土壌水分を維持(掛け流し)

２．病害虫防除
⑴いもち病
　 　出穂防除後、予察で発生してない場合は、２回目の防除は省略可能ですが、葉いもちの発生が多く
出穂が長引く場合は、出穂が完了するまで７日間隔で追加防除します。
⑵カメムシ防除
 カメムシの発生は例年より多いです。
　 　カメムシ(アカヒゲホソミドリカスミカメ)基幹防除は、必ず出穂期とその後7～10日の2回です。茎
葉散布3回目以後の追加防除は、散布予定日(7～10日間隔)の2～3日前に水田内のすくい取り調査(20
回振り)を行い、品種と要防除水準(表2)に応じて防除実施しましょう。

出穂の
確　認 穂屈みの確認

出穂後

出
穂
期

成
熟
期

乳熟期 糊熟期

登　熟　期

入水・間断かんがい
適期落水とその後の走り水管理

黄熟期

25日目
走り水
50日目

表1　いもち病およびカメムシ防除農薬例
防除時期 出穂期 出穂期防除後7～10日

主な農薬
（いもち病・カメムシ）
ダブルカットトレボン
ビームエイトトレボン
ブラシンダントツ

（カメムシ）
スタークル
キラップ
ダントツ

（いもち病）
ブラシン

※10a当使用量および使用倍率など詳細は、令和7年度水稲栽培基準を参照

表2　カメムシ追加防除の要防除水準(捕虫網20回振りカメムシ頭数)
割 率 高い 中程度 低い

品　種　名 ななつぼし ゆめぴりか
きらら397

そらゆき
きたくりん

出穂10～12日後
(追加防除の2～3日前) 1頭 2頭 3頭

※割 率は、割 歩合基準品種でランク推定した
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Aコープながぬま店 北口通路
第２７回ながぬま農協年金友の会
ゲートボール大会
場　　所／コミセン屋内ゲートボール場
実 施 日／令和7年9月10日（水）
申込期日／令和7年8月19日（火）迄

道外研修旅行
行　　先／沖縄本島　2泊3日
実 施 日／令和7年11月25日（火）

 ~27日（木）
申込期日／令和7年9月10日（水）迄

【年金友の会】
事業参加申し込みご案内

多数の参加をお待ちしております。
各申し込み・お問合せ

年金友の会事務局　金融部貯金課　髙崎
電話 88-2224
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理事会報告－第8回－ 農協の動き　6/26～7/14

JAながぬま 広報誌
〒069-1393
夕張郡長沼町銀座北1丁目5番19号
発行／ながぬま農業協同組合営農部営農企画課
TEL 0123-88-2226　FAX 0123-88-4113
URL http://www.ja-naganuma.or.jp

2025年8月号 No.378

26日 無通告監査（常勤監事・内部監査室） 於 米穀畜産課（農業倉庫）
営農資材課

30日 麦バラ施設運営協議会・自主検定委員会 於 農 協
30日 バラ施設運営協議会 於 農 協
30日 事業推進員会議 於 農 協

２日 長沼町水祭り 於 長 沼 神 社
３～15日 経営所得安定対策現地確認 於 生産者圃場

７日 南空知地方安全運転管理者事業主会栗山支部
理事会・通常総会 於 栗 山 町

９日 種いも第３期防疫検査 於 種いも圃場
９日 施設事故防止研修会 於 農 協
９日 長沼町常勤者会議 於 町 内
10日 クリーンライス現地研修会(町内3カ所） 於 生産者圃場
11日 旗の波街頭啓発 於 町 内
11日 小麦下見指導開始 於 中央検査場他
14日 監事会 於 農 協
14日 理事会 於 農 協

《令和７年７月14日開催》
［ 議案 ］
議案第１号　 第１四半期自治監査講評
議案第２号　 共同計算の精算について
議案第３号　 組合員の出資減口について

［ 報告事項 ］
１．会議・行事等の報告について
２． 組合員の加入及び脱退の状況に
ついて

３． 農作物生育状況等について
４． 経営所得安定対策の申請状況に
ついて

５． 野菜・花き市況等の状況について
６． 内部監査報告について
７． 子会社第１四半期の状況について
８． その他

　以上、すべての議案について審議し
原案どおり承認されました。

6
月

7
月

今月の組合員数
組 合 員 1,488名（－３）
正 組 合 員 777名（±０）
准 組 合 員 711名（－３）
正組合員戸数 590戸（±０）

※括弧内は前月比
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